


















ィア技術が深 く根づいてお り、企業活動をはじめとして、私たちの生活に不可欠な ものに
なっています。そうした状況を考えれば、社会への巣立ちの準備をすべき学生たちに、最
新の情報 ・メディア環境を提供することは大学の責任の一つであると思います。
これ に随伴する問題があ ります。現在、文系各学部が独自の 「情報 ・メディア」科 目を
設置する傾向があります。この傾向は、一面においては当然であ り歓迎すべきであること
は言うまでもありません。ただ、この傾向が無原則で進展 した場合、和泉キャンパスにお
ける情報 ・メディア系の授業支援が破綻することは明らかであり、いわば、「情報科学セン
ター以後」の教育内容の設定とその支援は、教育の情報化推進本部を中心 として早急に検
討しなければな らない問題になっています。
二つめの問題は、情報 ・メディアンステムの利用の促進です。上で書きましたように、
和泉キャンパスには一定の満足が行 く環境が整ったと思います。ただ、その有効活用はま
だまだなされていません。もちろん、すべての授業ですべての教員が情報 ・メディア機器
を用いなければな らないわけではありません。多様な教育内容や授業スタイルを尊重する
ことは大学のあるべき姿です。ただ、すでに本学に整っているシステムを使えば、授業な
どがよ り効率的に進められるにもかかわ らず、そのための情報がうまく共有されていませ
